
将来人口の展望（2060 年の設定）について 

 

１．将来人口の展望＝2060 年の人口目標設定 

 【総人口】  2060 年における養父市の人口  ○○○○人 

        （2040年における養父市の人口 ○○○○人）  

              （2020年における養父市の人口 ○○○○人）  

 

2060年における養父市の人口 ○○○○人を達成するための条件 

① 自然増減：出生、死亡 

② 社会増減：転入、転出 

 

２．検討すべき条件 

◇自然増減 

【合計特殊出生率】  

    現行  1.62   ⇒ H32(2020年)まで 1.95   H32(2020)年以降  2.10 

           ※総合計画の目標値 

   【15歳～49歳の女性人口】の推移 

  

◇社会増減 

 現在 年間 170人の社会減をどのように推移させるストーリーとするか。  

  いつ社会増減をゼロに設定するか。 

 

３．シミュレーションの検討 

  ◇シミュレーション A  2060 年 20,000 人のケース 

    ⇒兵庫県の減少率を考慮 

≪参考≫ 

     兵庫県 2010年 560万人  

       2040年 494万人 

       2060年 440万人   ▲21.4%  

養父市の人口に当てはめると 26,501人× 78.4% = 20,776人  

 

◇シミュレーション B  2060 年 15,000 人のケース 

  ⇒社人研推計準拠シミュレーションの中位ケース 

    ◇社人研推計準拠（別紙）  

シミュレーション① 合計特殊出生率が 2.1 程度まで上昇し、人口移動が収 

束していく場合 

            2040 年：17,843人    2060年：13,224人 

シミュレーション② 合計特殊出生率が 2.1程度まで上昇し、かつ人口移動が

ゼロになった場合 

            2040 年：20,353人  2060年：17,674人 
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